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P.２　まちのできごと

P.４　国民ねんきん

P.５　備えて安心⑫

　　　～南海地震などあらゆる災害への備え～

P.６　健康カレンダー・当直医療機関一覧表
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　　　大方くじら保育所 子育て支援センター
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　　　介護保険地域密着型サービス事業者募集
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◆今月の主な内容◆今月の主な内容
●人　口　13,851人　前月比（10人減）
　　　　　　　　　　　　　　　   【男性6,551人　女性7,300人】

●世帯数　5,745世帯
●15歳未満の年少人口　1,468人（比率10.6％）

　　　　　　　　　　　　　　　   【男性745人　女性723人】

●65歳以上の老齢人口　4,497人（比率32.5％）
　　　　　　　　　　　　　　　   【男性1,806人　女性2,691人】

●人口のうごき
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私
た
ち
、ひ
ら
ひ
ら
し
て
ま
し
た

今
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

ぶ
ら
ぶ
ら
し
ま
し
た
よ

第
19
回

T
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展
開
催

まちのできごとまちのできごとまちのできごと
　 

黒
潮
町
で
は
「
私
た
ち
の
町
に

は
美
術
館
が
あ
り
ま
せ
ん
。
美
し

い
砂
浜
が
美
術
館
で
す
。
」
と
、

普
段
自
分
た
ち
の
身
近
な
入
野
の

砂
浜
を
美
術
館
に
み
た
て
て
、
Ｔ

シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展
や
高
知
大
方
シ

ー
サ
イ
ド
は
だ
し
マ
ラ
ソ
ン
全
国

大
会
、
漂
流
物
展
、
シ
ー
サ
イ
ド

ギ
ャ
ラ
リ
ー
夏
、
潮
風
の
キ
ル
ト

展
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
自
然
に
あ
る
砂
浜
の
中
で
、
も

と
も
と
に
あ
る
生
き
物
や
植
物
・

流
れ
着
い
た
漂
流
物
・
自
然
が
作

る
も
の
・
集
ま
っ
た
人
、
そ
れ
ら

全
て
を
作
品
と
し
、
見
方
を
変
え

て
見
て
み
る
こ
と
で
、
人
の
心
に

新
し
い
出
会
い
と
発
見
を
生
み
出

せ
た
ら
と
い
う
事
務
局
の
気
持
ち

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
で
十
九
回
目
を
迎
え
た
Ｔ

シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展
で
は
、
全
国
か

ら
応
募
の
あ
っ
た
九
百
六
十
七
枚

の
作
品
が
、
五
月
の
連
休
中
の
間
、

あ
る
と
き
は
真
っ
青
な
空
の
下
、

ま
た
あ
る
と
き
は
灰
色
の
空
の
下
、

日
に
日
に
違
っ
た
表
情
で
ひ
ら
ひ

ら
と
見
に
来
た
人
を
迎
え
ま
し
た
。

　

 
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
待
ち
構
え
て

く
れ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
初
夏

ら
し
い
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
で
始
ま
っ

た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
後
半

天
候
は
崩
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

私
た
ち
の
心
配
を
よ
そ
に
全
国
か

ら
送
ら
れ
た
作
品
た
ち
は
、
期
間

中
ず
っ
と
変
わ
ら
ず
ひ
ら
ひ
ら
し

続
け
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
連
日
多
く
の
方
々

が
訪
れ
、
応
募
し
た
自
分
の
作
品

の
前
で
写
真
撮
影
を
し
た
り
、
砂

浜
の
上
で
潮
風
に
吹
か
れ
な
が
ら

心
地
よ
さ
そ
う
に
雰
囲
気
を
味
わ

っ
て
い
る
様
子
や
、
波
打
ち
際
で

は
し
ゃ
ぐ
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展
は
、

開
催
前
の
砂
浜
清
掃
や
準
備
作
業
、

期
間
中
の
夜
間
警
備
、
終
了
後
の

片
付
け
な
ど
、
地
元
や
県
内
外
か

ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

は
じ
め
た
く
さ
ん
の
方
々
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
県
内
外
か
ら
十
人
の

方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
黒
潮
町
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、
四
月
に
開
業
と
な

っ
た
「
で
あ
い
の
里
蜷
川
」
で
宿

泊
し
、
十
日
間
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
を
こ
な
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　　
海
の
王
迎
駅
に
臨
時
停
車
し
た

特
急
列
車
（
南
風
一
号
）
を
降
り
、

会
場
ま
で
の
砂
浜
を
ぶ
ら
ぶ
ら
と

散
策
し
な
が
ら
歩
い
て
行
く
「
初

夏
の
ぶ
ら
ぶ
ら
、
し
ま
せ
ん
か
」、

多
い
日
で
二
十
五
人
の
お
客
さ
ん

が
楽
し
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

　
Ｔ
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展
期
間
中
の

五
月
三
日
、
同
会
場
で
第
二
十
二

回
目
を
迎
え
た
高
知
大
方
シ
ー
サ

イ
ド
は
だ
し
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
親
子
ペ
ア
や
夫
婦
ペ
ア
、
個
人

で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
今

年
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者

は
六
百
二
十
五
人
、
真
っ
白
い
砂

浜
を
は
だ
し
で
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
途
中
の
川
を
渡
る
の
を

楽
し
み
に
毎
年
参
加
し
て
く
れ
る

男
性
、
走
り
や
す
い
波
打
ち
際
を

走
っ
て
い
こ
う
と
作
戦
を
た
て
て

い
る
親
子
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の

走
り
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
よ

う
で
す
。

第
22
回
高
知
大
方
シ
ー
サ
イ
ド

は
だ
し
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
開
催
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと
　
四
月
十
五
日
、
坂
折
地
区
の
河

原
で
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
願
っ
て
、
カ
ツ
オ
の
ぼ
り
と
鯉

の
ぼ
り
の
川
渡
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
鯉
の
ぼ
り
の
川
渡
し
は
各
地
方

で
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
坂
折
地
区
の
有
志
ら

が
「
カ
ツ
オ
の
町
で
あ
る
黒
潮
町

を
宣
伝
し
よ
う
。
」
と
数
年
前
か

ら
加
え
ら
れ
た
カ
ツ
オ
の
ぼ
り
は
、

地
元
の
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
県

外
か
ら
く
る
観
光
客
に
も
非
常
に

人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
四
月
十
九
日
、
南
郷
小
学
校
の

春
の
行
事
、
砂
浜
運
動
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
校
区
内
に
あ
る
鞭
の

砂
浜
で
同
小
学
校
全
学
年
児
童
五

十
五
人
と
教
員
ら
全
員
が
、
午
前

中
は
砂
浜
の
清
掃
、
午
後
か
ら
百

メ
ー
ト
ル
走
や
綱
引
き
な
ど
七
種

目
の
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
砂
浜
の
清
掃
活
動
と
春
の
遠
足

を
兼
ね
た
砂
浜
運
動
会
は
、
十
年

ほ
ど
前
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
自

分
た
ち
の
身
近
な
砂
浜
で
行
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
も

「
も
っ
と
遊
ん
で
い
た
い
!
」
と

毎
年
大
好
評
で
す
。

　
四
月
二
十
五
日
、
大
方
サ
ン
シ

ャ
イ
ン
横
の
田
ん
ぼ
で
入
野
小
学

校
五
年
生
児
童
三
十
九
人
が
、
田

植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
の
真
ん
中
に
二
列
に
並

び
、
昔
な
が
ら
の
縄
張
り
で
跡
を

つ
け
て
も
ら
い
、
後
方
に
下
が
り

な
が
ら
手
作
業
で
苗
を
植
え
つ
け

ま
し
た
。
「
ぬ
る
ぬ
る
し
て
気
持

ち
悪
い
〜
!
」「
足
が
抜
け
ん
な

っ
た
ぁ
!
」
現
場
は
一
時
騒
然
と

な
り
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
な
ん

と
か
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
「
収
穫
に
向
け
て
、
通
学

途
中
に
目
で
見
て
、
水
の
管
理
と
、

愛
情
を
た
っ
ぷ
り
注
い
で
あ
げ
る

の
が
君
ら
ぁ
の
仕
事
で
す
。
」
と

言
う
指
導
者
の
篠
田
さ
ん
に
大
き

な
返
事
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

　
五
月
一
日
、
浮
鞭
出
身
で
文
学

者
・
言
語
学
者
・
社
会
運
動
家
と

し
て
、
誠
実
一
筋
の
道
を
歩
み
、

名
作
「
箱
根
用
水
」
「
大
原
幽
学
」

な
ど
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
タ

カ
ク
ラ
・
テ
ル
（
本
名
‥
高
倉
輝

豊
）
の
文
学
碑
が
完
成
し
、
町
や

文
化
の
道
づ
く
り
実
行
委
員
会
、

地
域
の
方
々
な
ど
関
係
者
出
席
の

中
、
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
あ
ら
し
は
／
つ
よ
い
木
を
／

つ
く
る
」
と
い
う
タ
カ
ク
ラ
・
テ

ル
自
筆
の
文
字
が
刻
ま
れ
た
石
碑

は
、
同
地
区
国
道
五
十
六
号
線
沿

い
の
へ
ん
ろ
休
憩
所
の
横
、
彼
の

愛
し
た
鞭
の
海
岸
の
す
ぐ
そ
ば
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
カ
ツ

オ
パ
ー
テ
ィ
ー
や
、お
楽
し
み
抽

選
会
な
ど
、う
れ
し
い
特
典
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。

開
催
日

　
七
月
二
十
九
日（
日
）

競
技
内
容（
ス
イ
ム
・
ラ
ン
）

・
ジ
ュニ
ア
の
部（
個
人
・
リ
レ
ー
）

・
中
学
生
の
部（
個
人
）

・
一
般
の
部（
個
人
・
リ
レ
ー
）

・
県
民
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
の
部（
個
人
）

場
　
所

　
黒
潮
町
佐
賀
港
一
帯

申
込
締
切

　
六
月
二
十
九
日（
金
）

＊
事
務
局
で
は
、大
会
の
運
営

管
理
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ・
お
申
し
込
み

い
ご
っ
そ
う
・
ア
ク
ア
ス
ロ
ン
・

Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
大
会
事
務
局

（
佐
賀
教
育
委
員
会
内
）

蕁
５
５
―
３
１
９
０

「
タ
カ
ク
ラ
・
テ
ル
」文
学
碑
落
成

大
空
に
舞
う
カ
ツ
オ
の
ぼ
り

と
鯉
の
ぼ
り
に
大
喜
び

楽
し
か
っ
た
よ
!

南
郷
小
学
校
の
砂
浜
運
動
会

気
持
ち
悪
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
!

入
野
小
学
校
五
年
生
田
植
え
体
験

真
夏
へ
の
挑
戦
状
!!

第
14
回
い
ご
っ
そ
う
・
ア
ク
ア

ス
ロ
ン
・
Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
大
会

参
加
申
し
込
み
受
け
付
け
中

う
き

さ

こ
り

ぶ
ち
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新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
は

や
二
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

新
し
く
就
職
・
就
学
・
転
職
さ
れ

た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
で
は
、
生
活
ス
タ
イ

ル
が
変
わ
る
と
、
左
の
図
の
よ
う

に
年
金
種
別
も
変
わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
は
忘
れ

ず
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
役
世
代
、
特
に
若
い
世
代
の

方
に
年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
年
金
加

入
履
歴
な
ど
を
通
知
す
る
「
ね
ん

き
ん
定
期
便
」
を
平
成
二
十
年
四

月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
が
、
平
成
十
九
年
三
月
か
ら

一
部
（
三
十
五
歳
通
知
）
を
前
倒

し
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

【
通
知
す
る
方
】

　
国
民
年
金
ま
た
は
厚
生
年
金
保

険
の
被
保
険
者
期
間
が
あ
り
、
平

成
十
九
年
四
月
以
降
に
三
十
五
歳

に
到
達
す
る
方
（
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
最
低
で

も
二
十
五
年
の
期
間
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ま
で
保
険
料
を
納
め
て
い
な

か
っ
た
場
合
で
も
、
三
十
五
歳
か

ら
六
十
歳
ま
で
の
間
に
継
続
し
て

納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
受
給
権
を

確
保
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。）

【
通
知
し
な
い
方
】

・
国
外
に
居
住
し
て
い
る
方

・
共
済
組
合
（
国
家
公
務
員
共
済

組
合
・
地
方
公
務
員
共
済
組
合

の
組
合
員
・
私
立
学
校
教
職
員

共
済
制
度
）
加
入
の
み
の
方

【
通
知
内
容
】

　
誕
生
月
の
前
々
月
時
点
に
お
け

る
、
年
金
加
入
履
歴
お
よ
び
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
月
数
、
厚
生

年
金
保
険
の
加
入
月
数
な
ど

【
送
付
時
期
】

　
三
十
五
歳
に
到
達
す
る
誕
生
月

の
前
月
末
に
、
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
か
ら
送
付
対
象
本
人
あ
て

に
送
付
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
「
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
」
０
５
７
０
―
０
５

―
１
１
６
５
ま
た
は
、
高
知
社

会
保
険
事
務
局
幡
多
事
務
所
へ

お
願
い
し
ま
す
。

【
場
所
】

高
知
社
会
保
険
事
務
局 

幡
多
事
務
所

・
六
月
九
日（
土
）は
、
午
前
九
時

半
か
ら
午
後
四
時
ま
で
年
金
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
六
月
十
一
日（
月
）は
、
午
後
七

時
ま
で
受
付
時
間
を
延
長
し
て

年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
社
会
保
険
事
務
局 

幡
多
事
務
所

蕁
３
４
―
１
６
１
６

異
動
が
あ
っ
た
場
合
の
届
け
出

は
お
忘
れ
な
く
!

ね
ん
き
ん
定
期
便
の
一
部
（
三
十

五
歳
通
知
）
前
倒
し
に
つ
い
て

休
日
・
時
間
外
の
年
金
相
談
の

お
知
ら
せ
（
六
月
）

国
民
ね
ん
き
ん

国
民
ね
ん
き
ん

国
民
ね
ん
き
ん

国
民
ね
ん
き
ん

・学生や、会社などに勤めていない人が20歳になった。
・会社を退職して自営業をはじめた。
・会社を退職して無職になった。
・配偶者が会社を退職して扶養からはずれた。
・離婚して扶養からはずれた。
・収入が130万円を超えて扶養からはずれた。

・結婚して、配偶者（第2号被保険者）に扶養され
ることになった。
・会社を退職して、配偶者（第2号被保険者）に扶
養されることになった。
・配偶者が就職し（第1号被保険者→第2号被保険
者）扶養されることになった。

・収入が減り、配偶者（第2号被保険者）に扶養されるこ
とになった。
・配偶者が転職して別の会社に就職した、または配偶
者の加入制度が変わった（厚生年金→共済組合など）。

第1号被保険者
（自営業・農林漁業・学生・フリーター・無職の人など）
＊役場へ届け出をしてください。
　届け出の際には、印鑑・年金手帳などが必要です。

第2号被保険者
（職場の厚生年金や共済組合に加入している人）
＊会社（事業主）または共済組合などから届け出をします。

第3号被保険者
（第2号被保険者に扶養されている配偶者）
＊配偶者の勤める会社（事業主）や共済組合などから届け出をします。

会社などに就職して、職場の年金制度に加入した。
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　今年も集中豪雨や台風などによる風水害のシーズンが近づいてきました。
　今回は、風水害に対して、日頃から備えておくとよいことや、被害を未然に防ぐ知識などを紹介し
ます。
　自然現象（大雨、台風、地震など）による破壊力が、防災力を上回ったときに、災害が発生します。
正しく「知る」ことで、「備える」ことの必要性を理解し、適切に「行動する」力（＝ 防災力）を高
めましょう。

12備えて安心備えて安心備えて安心
～南海地震などあらゆる
　　　　 災害への備え～

○地域の状況を知る
・住んでいる地域で過去に起こった災害などを知っておく。
・危険な場所、避難場所、避難経路などを確認し、

家族と落ち合う場所などを決めておく。
○気象情報など情報の入手
・台風の接近時や雨が降り続いたりした時などは、テ

レビやラジオで気象情報を収集し、十分注意する。

○非常持ち出し品の確認
飲料水や食料・避難のために必
要なもの（懐中電灯・ラジオ・衣
類など）・個人ごとの必需品（持
病の薬・生理用品など）
○住まいの点検
・下の図を参考に自宅の点検を

しておく。

●このページの記事に関するお問い合わせ、南海地震の体験談のご連絡は以下にお願いします。
【本庁】総務課消防防災係 蕁43－2112（直通）  【佐賀総合支所】総務課総務係 蕁55－3113（直通）

風水害に備えましょう風水害に備えましょう風水害に備えましょう風水害に備えましょう

【知る】

○風水害時の避難の注意点
・動きやすく安全な服装で、足元は運動靴にする（水が入ると動きづらくなるため長靴は使わない）。
・道路などが浸水してしまったら側溝などが確認できないので、杖を持って足元を確認しながら歩く。
・単独では行動しない（家族や近所の人と行動する）。
・避難勧告などが出されていなくても、危険を感じたらすぐ避難する。
また、気象情報の発表や避難の呼びかけを待って行動するのではなく、異常を素早く感じ取る
というように、危険を早めに察知する努力が必要です。
以下に土砂災害の前兆現象の例を紹介します。

～土石流の前兆～
・山鳴りがする
・急に川の流れが濁り流木が交ざっている
・雨が降り続いているのに川の水位が下がる 
・腐った土の臭いがする

屋根
・瓦の割れ、ひび、ずれ、

はがれはないか 
・トタンのめくれ、はが

れはないか
・アンテナはしっかり固

定されているか

～がけ崩れの前兆～
・がけに割れ目が見える
・がけから水が湧き出ている
・がけから小石がぱらぱらと落ちてくる
・地下水や湧き水が止まる

～地すべりの前兆～
・沢や井戸の水が濁る
・地面にひび割れができる
・斜面から水がふき出す

【行動する】

【備える】

窓ガラス
・ひび割れ、がたつきは

ないか

雨どい
・雨どいが詰まってないか
・継目のはずれはないか

外壁
・壁に亀裂はないか 
・腐食や浮いた部分はないか

その他
・エアコンの室外機や、プ

ロパンガスのボンベはし
っかり固定されているか
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健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
六
月
中
旬
か
ら
七
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

行
事
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

6月　日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間

健 　 康 　 相 　 談18日（月） 下田の口コミニュティセンター 9：30～10：30

健 　 康 　 相 　 談21日（木） 有井川集会所 9：30～10：30

27日（水）

胃　が　ん　検　診28日（木）
保健福祉センター

（入野地区・緑野・下田の口対象） ※8：00～09：00

29日（金）

7月　日（曜日） 内　　　容 実施場所  実施時間

健 　 康 　 相 　 談02日（月） 浮津集会所 9：30～10：30

健 　 康 　 相 　 談04日（水） 浜の宮集会所 10：00～11：00

胃　が　ん　検　診07日（土） 大方町民館 ※8：00～09：00

健 　 康 　 相 　 談06日（金）
旧東部保育園 9：30～10：30

早咲集会所 10：00～11：00

健 　 康 　 相 　 談10日（火）
伊田浦老人憩の家 9：30～10：30

上川口浦集会所 13：30～14：30

基 　 本 　 健 　 診13日（金） 伊田小学校 体育館（灘・有井川・米原対象）
※9：30～10：30

※13：30～14：30

胸部レントゲン検診
大方町民館 8：00～09：40

基 　 本 　 健 　 診 大方町民館
※9：30～10：30

※13：30～14：30

入野漁港　市場横 9：50～10：10

出口集会所 ※9：30～10：30
基 　 本 　 健 　 診05日（木）

田ノ口小体育館（御坊畑・上田の口対象） ※13：30～14：30

楽
し
い
毎
日
は
、心
と
か
ら
だ
の
健
康
か
ら
始
ま
り
ま
す

※当直医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。

注）表中の※印は、受付時間となります。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　

保
健
衛
生
係

　【
大
方
総
合
支
所
】
蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　【
佐
賀
総
合
支
所
】
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

大方地域

6月　日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間

横浜愛育健康相談18日（月） 佐賀老人憩の家 9：30～11：00

総 　 合 　 健 　 診

19日（火）

総合センター
20日（水）

※8：00～11：00
21日（木）

22日（金）

7月　日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間

馬地ミニデイサービス02日（月） 馬地集会所 9：30～11：00

横浜愛育健康相談09日（月） 佐賀老人憩の家 9：30～11：00

伊与喜ミニデイサービス
11日（水）

伊与喜集会所

漁民センターミニデイサービス 漁民センター

9：30～11：00

9：30～12：00

佐賀地域

当直医療機関一覧表
月 日 摘　　　要 四万十市（内科） 四万十市（外科） 宿　毛　市

6月

13日 第1日曜日 四万十市民病院
蕁34－2126

四万十市民病院
蕁34－2126

奥谷整形外科
蕁0880－63－1202

10日 第2日曜日 小原外科胃腸科
蕁35－0108

小原外科胃腸科
蕁35－0108

大西内科胃腸科
蕁0880－63－1267

17日 第3日曜日 四万十市民病院
蕁34－2126

四万十市民病院
蕁34－2126

清谷医院
蕁0880－63－2302

24日 第4日曜日 要医院
蕁34－1365

山下整形外科
蕁34－0511

いなげ胃腸科内科
蕁0880－62－1113
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肝
機
能
検
査

黒
潮
町
が
実
施
す
る
基
本
健
診
の

肝
機
能
検
査
の
判
定
基
準

平
成
十
八
年
度
に
実
施
し
た

基
本
健
診
の
肝
機
能
検
査
の
状
況

肝　　機　　能　　検　　査

AST（GOT）

36～45 46～49 50～99 100～

軽度異常

～35

異常なし 要経過観察 要精密検査 要医療

γ－GTP

56～79 80～99 100～ ＊＊＊

軽度異常

～55

異常なし 要経過観察 要精密検査 要医療

～35

異常なし

�ALT（GPT）

36～39 40～49 50～99 100～

軽度異常 要経過観察 要精密検査 要医療

全
受
診
者
二
〇
四
七
人
中
、三

百
九
〇
人（
19
・
1
％
）の
方
が

肝
機
能
で
何
ら
か
の
異
常
が

あ
る
、ま
た
は
治
療
中
の
方
で

し
た
。

健
康
知
恵
袋

健
診
結
果
の
見
方
澆

　
今
回
は
基
本
健
診
（
循
環
器
健

診
）
の
「
肝
機
能
検
査
」
に
つ
い

て
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　
肝
臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
呼

ば
れ
て
お
り
、
肝
臓
病
は
自
覚
症

状
が
出
に
く
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
症
状
が
出
た
時
に
は
、
す
で
に

肝
臓
が
か
な
り
悪
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
黒
潮
町
の
基

本
健
診
で
は
Ａ
Ｓ
Ｔ（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）、

Ａ
Ｌ
Ｔ（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）、γ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ

の
三
項
目
で
検
査
し
て
い
ま
す
。

■
A
S
T（
G
O
T
）

　
Ａ
Ｓ
Ｔ
と
は
肝
臓
の
細
胞
中
に

含
ま
れ
る
酵
素
で
、
数
値
が
高
い

場
合
に
問
題
と
な
り
ま
す
。

　
Ａ
Ｓ
Ｔ
が
異
常
に
高
い
と
い
う

こ
と
は
、
何
ら
か
の
原
因
で
肝
臓

の
細
胞
が
壊
れ
て
、
血
液
中
に
Ａ

Ｓ
Ｔ
が
も
れ
出
て
き
て
い
る
可
能

性
を
意
味
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
Ａ
Ｓ
Ｔ
は
筋
肉
や
赤

血
球
に
も
含
ま
れ
る
た
め
、
Ａ
Ｓ

Ｔ
が
高
い
と
い
う
だ
け
で
肝
臓
が

悪
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

■
A
L
T（
G
P
T
）

　
Ａ
Ｓ
Ｔ
と
同
じ
く
、
肝
臓
の
細

胞
中
に
含
ま
れ
る
酵
素
で
、
数
値

が
異
常
に
高
い
と
い
う
こ
と
は
肝

臓
の
細
胞
が
壊
れ
て
い
る
可
能
性

を
意
味
し
ま
す
。

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
肝
臓
以
外
に
は
ほ
と

ん
ど
存
在
し
な
い
た
め
、
数
値
が

高
い
と
い
う
こ
と
は
ほ
ぼ
肝
臓
の

障
害
を
意
味
し
ま
す
。

■
γ
―
G
T
P

　
γ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
も
酵
素
の
一
つ
で
、

腎
臓
に
最
も
多
く
含
ま
れ
、
つ
い

で
肝
臓
、
膵
臓
、
脾
臓
、
小
腸
に

も
み
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
も
数
値
が
高
い
場
合
に
問

題
と
な
り
、
胆
管
が
狭
く
な
っ
て

い
る
場
合
（
胆
石
、
胆
管
癌
な
ど
）、

ア
ル
コ
ー
ル
の
と
り
過
ぎ
、
薬
の

副
作
用
な
ど
で
上
昇
し
ま
す
。

　
γ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
は
ア
ル
コ
ー
ル

に
特
に
反
応
し
、
し
か
も
肝
臓
や

胆
道
の
病
気
が
あ
る
と
、
他
の
酵

素
よ
り
早
く
異
常
値
を
示
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
一
般
に
ア
ル
コ
ー

ル
に
よ
る
肝
障
害
の
指
標
に
な
る

検
査
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

　
肝
臓
病
と
い
う
と
、
ア
ル
コ
ー

ル
の
飲
み
過
ぎ
が
原
因
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
肝
臓
病

の
原
因
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
肝
臓
病
の
原
因
は
主
に
ア

ル
コ
ー
ル
、
ウ
イ
ル
ス
、
過
食
の

三
つ
が
あ
り
、
日
本
の
肝
臓
病
の

多
く
は
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
も

の
で
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
過
ぎ
に
よ

る
「
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
」
、

過
食
に
よ
る
「
過
栄
養
性
脂
肪
肝
」

は
生
活
習
慣
と
の
か
か
わ
り
が
強

く
近
年
増
加
し
て
い
ま
す
。

■
肝
臓
を
守
る
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

①
食
生
活
に
十
分
注
意
を
し
て
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
る
。

②
過
労
や
不
規
則
な
生
活
を
さ
け
、

睡
眠
を
十
分
と
る
。

③
食
物
繊
維
を
十
分
に
と
り
、
便

秘
を
ふ
せ
ぐ
。

④
薬
の
乱
用
を
さ
け
る
（
肝
臓
に

は
解
毒
能
力
が
あ
り
ま
す
）。

⑤
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
み
過
ぎ
な
い

（
休
肝
日
を
つ
く
る
、
マ
イ
ペ

ー
ス
で
ゆ
っ
く
り
飲
む
）。

　
肝
臓
病
に
な
っ
て
も
自
覚
症
状

が
現
れ
に
く
い
の
で
、
病
気
を
早

期
発
見
す
る
た
め
に
も
、
年
に
一

度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

大
方
総
合
支
所 

蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

佐
賀
総
合
支
所 

蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

平成18年度 肝機能判定

判定区分 人　　数
異 常 なし 1,654
軽 度 異 常 135
要経過観察 66
要精密検査 129
要　医　療 6
現在治療中 54
判 定 不 能 3
合　計 2,047
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利用者負担の軽減について

介護保険広報シリーズ/ガイ ド
　今回は、利用者負担の軽減について紹介します。

　所得などが一定以下で生計が困難な方に対して、介護サービス事業者である社会福祉
法人などが利用者負担の一部を負担し、利用者負担を軽減する制度です。

世帯全員が住民税非課税で、以下の①～⑤の全てに当てはまり、総合的に検討して特に生計が困難
であると町が認めた方。（生活保護を受けている方を除く）
※世帯員には、利用者を税金や健康保険の扶養者としている方を含む。
①年間収入（仕送りや、非課税収入を含む）が単身世帯で150万円、世帯員が1人増えるごとに
50万円を加算した額以下である。

②預貯金などが単身世帯で350万円、世帯員が1人増えるごとに100万円を加算した額以下である。
③世帯員の居住のための家屋と日常生活に必要な資産以外に、利用できる資産を所有していない。
④負担能力のある親族などに扶養されていない。
⑤介護保険料を滞納していない。

社会福祉法人などによる利用者負担軽減

食費・居住費（滞在費）の軽減【負担限度額認定】

　世帯全員が住民税非課税の方に対して、介護保険施設や、短期入所（ショートステイ）
利用時にかかる食費や居住費（滞在費）を軽減します。本人の収入などに応じて、利用者
負担段階が第1～3段階に分けられ、一日あたりの食費・居住費が決められます。

対象者

この軽減を実施する社会福祉法人などが提供する以下のサービス
●介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）の利用者負担額と、食費・居住費
※利用者負担第2段階の方は食費・居住費のみ対象。
●訪問介護の利用者負担額　
※その他の訪問介護利用者負担軽減認定者を除く。
●通所介護の利用者負担額と食費
●短期入所生活介護の利用者負担額と食費・滞在費�

黒潮町内では、(社)
黒潮福祉会が、シー
サイドホームとかし
ま荘で、入所・短期
入所・通所介護の利
用者負担額軽減を行
っています。

対　　象
サービス

利用者負担額（サービス費用の10％）と食費・居住費（滞在費）を4分の3に軽減する。
（世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受けている方は2分の1に軽減する。）軽減内容

利用者負担の軽減を受けるためには、申請が必要です。現在軽減を受けている方も、
認定の有効期限は6月末ですので、7月中に再申請が必要です。

利　用　者
負担段階

一日あたり
の食費

一日あたりの居住費（滞在費）
ユニット型
個　　　室

多床室
ユニット型準個室
従来型個室※

第1段階 300円 820円 0円490円
（320円）

第2段階 390円 820円 320円490円
（420円）

第3段階 650円 1,640円 320円1,310円
（820円）

基準
費用額 1,380円 1,970円 320円1,640円

（1,150円）

※（　）内は介護老人福祉施設の従来型個室の額です。

・世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年
金を受けている方
・生活保護を受給している方　など

・世帯全員が住民税非課税で、合計所得金
額と課税年金収入額の合計額が80万円
以下の方　など

・世帯全員が住民税非課税で、合計所得金
額と課税年金収入額の合計額が80万円
を超える方　など

≪参考≫軽減を受けなかった場合の平均的
な費用額

対　象　者

○お問い合わせ　大方総合支所  健康福祉課  介護保険係　蕁43－2116（直通）
　　　　　　　　佐賀総合支所  健康福祉課  保険福祉係　蕁55－3112（直通）

介護保険介護保険介護保険
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四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
六

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど
の
一

定
の
条
件
に
該
当
す
る
方
が
居
住

す
る
住
宅
（
賃
貸
住
宅
は
対
象
外
）

へ
廊
下
の
拡
幅
や
手
す
り
の
取
り

付
け
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

を
行
い
、
補
助
金
な
ど
を
除
い
た

自
己
負
担
金
が
三
十
万
円
以
上
に

な
っ
た
場
合
、
改
修
工
事
が
完
了

し
た
翌
年
度
分
に
限
り
、百
平
方

メ
ー
ト
ル
ま
で
を
限
度
と
し
て
、

そ
の
住
宅
の
固
定
資
産
税
が
三
分

の
一
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
減
額
の
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、

改
修
後
三
カ
月
以
内
に
関
係
書
類

を
添
付
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

税
務
課 

資
産
税
係

　
蕁
４
３
―
２
８
１
６（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所 

総
務
課 

税
務
係

蕁
５
５
―
３
１
１
３（
直
通
）

　
四
月
一
日
か
ら
、
出
産
に
伴
う

国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」

と
い
い
ま
す
）
か
ら
の
「
出
産
育

児
一
時
金
」
の
支
払
い
方
法
に
つ

い
て
、
病
院
な
ど
に
よ
る
「
受
取

代
理
」
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
出
産
を
し
た
場

合
、
出
産
費
用
を
病
院
な
ど
に
い

っ
た
ん
支
払
っ
た
後
、
役
場
の
国

保
担
当
窓
口
で
「
出
産
育
児
一
時

金
」
の
申
請
を
し
て
、
世
帯
主
が

一
時
金
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
事
前
に
役
場
の
国
保

担
当
窓
口
で
「
出
産
育
児
一
時
金

の
受
取
代
理
」
の
申
請
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
役
場
か
ら

病
院
な
ど
に
直
接
出
産
費
用
（
出

産
育
児
一
時
金
）
を
支
払
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

出
産
育
児
一
時
金

　
出
産
育
児
一
時
金
は
、
一
人
出

産
に
つ
き
三
十
五
万
円
で
す
。

　
出
産
費
用
が
出
産
育
児
一
時
金

の
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の

差
額
を
病
院
な
ど
に
お
支
払
い
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
出
産
費
用
が
出
産
育
児

一
時
金
の
額
を
下
回
る
と
き
は
、

そ
の
差
額
は
役
場
か
ら
世
帯
主
に

支
払
わ
れ
ま
す
。

　
利
用
で
き
る
の
は
、
出
産
育
児

一
時
金
の
支
給
を
受
け
る
見
込
み

が
あ
り
、
出
産
予
定
日
ま
で
一
カ

月
以
内
で
あ
る
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主

（
た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
世
帯
）
の
方
で

す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

保
険
証
・
母
子
健
康
手
帳
・
認
印
・

世
帯
主
の
口
座
番
号
の
分
か
る
も

の
（
郵
便
局
以
外
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

健
康
福
祉
課 

国
保
係

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所 

健
康
福
祉
課 

保
険
福
祉
係

蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

　
大
方
く
じ
ら
保
育
所
内
に
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
一

緒
に
遊
ん
だ
り
、
育
児
相
談
な
ど

も
行
っ
て
お
り
、
町
内
で
子
育
て

を
し
て
い
る
方
な
ら
誰
で
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
受
け
入
れ
は
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
（
午
前
八
時
半
か
ら
午
後
四

時
）
ま
で
で
、
手
続
き
は
不
要
で

す
。

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

※
保
育
所
の
行
事
に
よ
り
お
休
み

の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
遊
び
ま
し
ょ
う

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
午
前
八

時
半
か
ら
午
後
四
時
）
ま
で
受

け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
の
で
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

◆
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

毎
週
水
曜
日
（
午
前
九
時
半
か

ら
午
前
十
一
時
）
ま
で
保
育
所

に
入
所
し
て
い
な
い
子
ど
も
と

お
家
の
方
が
集
ま
っ
て
、
い
っ

し
ょ
に
遊
ん
だ
り
お
話
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

◆
育
児
相
談

育
児
に
関
す
る
疑
問
や
不
安
が

あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電
話
で
の
相
談
や
訪
問
も
行
い

ま
す
。

◆
子
育
て
情
報

地
域
の
子
育
て
情
報
を
提
供
し

ま
す
。

六
月
の
予
定

六
日（
水
）親
子
で
遊
ぼ
う

　（
手
遊
び
、
触
れ
合
い
遊
び
な
ど
）

十
三
日（
水
）愛
育
相
談

　（
保
健
師
が
来
て
く
れ
ま
す
。）

二
十
日（
水
）

水
遊
び
用
カ
ン
タ
ン
お
も
ち
ゃ

作
り
・
お
し
ゃ
べ
り
会

二
十
七
日（
水
）
七
夕
飾
り
作
り

○
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
大
方
く
じ
ら
保
育
所
内
）

　
蕁
４
４
―
１
１
１
２

募
集
・
お
知
ら
せ

出
産
育
児
一
時
金
の
手
続
き
が
変
わ
り
ま
し
た

病
院
に
直
接
振
り
込
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
三
十
五
万
円
）

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

で
固
定
資
産
税
が
減
額
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す

大
方
く
じ
ら
保
育
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

遊
び
に
き
ま
せ
ん
か

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

　
　
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す

い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
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高
知
新
聞
社
等
主
催
に
よ
る
「
第

五
十
回
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

 
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役

場
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
資
格

①
昭
和
三
十
二
年
一
月
一
日
か
ら

同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に

婚
姻
届
を
出
さ
れ
て
い
る
方
（
そ

れ
以
前
に
届
け
出
て
、
初
め
て

申
し
込
む
方
も
可
）

②
実
際
に
は
当
該
年
に
結
婚
し
て

い
た
が
、
婚
姻
届
を
出
し
て
い

な
い
場
合
は
、
第
三
者
（
地
区

長
、
民
生
委
員
な
ど
）
の
証
明

に
よ
り
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

申
込
方
法

　
大
方
・
佐
賀
総
合
支
所
の
担
当

係
に
申
込
書
を
用
意
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
夫
婦
の
戸
籍
抄
本
を
添

付
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限 

六
月
二
十
六
日（
火
）

式
典
日
時 

九
月
一
日（
土
）午
後
二
時
か
ら

会
　
　
場 

四
万
十
市

　「
新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十
」

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所 

健
康
福
祉 

保
険
福
祉
係

蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

　
こ
れ
ま
で
、
上
川
口
郵
便
局
で

住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明

書
の
交
付
事
務
を
取
り
扱
っ
て
き

ま
し
た
が
、
六
月
一
日
か
ら
、
新

た
に
荷
稲
郵
便
局
で
住
民
票
の
写

し
・
印
鑑
登
録
証
明
書
・
戸
籍
謄

抄
本
の
交
付
事
務
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
上
川
口
郵
便
局
で
も

こ
れ
ま
で
の
住
民
票
の
写
し
・
印

鑑
登
録
証
明
書
に
加
え
、
戸
籍
謄

抄
本
の
交
付
事
務
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
両
郵
便
局
で
の
取
り
扱
い
時
間

は
平
日
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
両
郵
便
局
で
は
、
次
の
条

件
を
満
た
す
方
な
ら
ど
な
た
で
も

交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で

ご
利
用
下
さ
い
。

住
民
票
の
写
し
の
交
付

＊
黒
潮
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
で

申
請
者
本
人
ま
た
は
本
人
と
同

一
の
世
帯
員
の
方
に
限
り
交
付

で
き
ま
す
。

＊
交
付
申
請
の
際
に
は
本
人
確
認

が
必
要
で
す
。
運
転
免
許
証
や

健
康
保
険
証
な
ど
の
本
人
と
確

認
で
き
る
書
類
と
印
鑑
（
認
印
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

＊
年
金
な
ど
の
現
況
証
明
（
記
載

事
項
証
明
）は
、
郵
便
局
で
証

明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
役
場
の
窓
口
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

＊
黒
潮
町
で
印
鑑
登
録
を
し
て
い

る
申
請
者
本
人
の
印
鑑
登
録
証

明
書
し
か
交
付
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
　
　

　
　
役
場
窓
口
で
は
、
本
人
分
に

限
ら
ず
ご
家
族
の
方
な
ど
に
つ

い
て
も
印
鑑
登
録
証
が
確
認
で

き
た
場
合
は
、
交
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
郵
便
局
で
は

本
人
分
に
限
ら
れ
ま
す
。

＊
印
鑑
登
録
証
と
運
転
免
許
証
な

ど
の
本
人
と
確
認
で
き
る
書
類
、

印
鑑
（
認
印
）
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

戸
籍
謄
抄
本
の
交
付

＊
黒
潮
町
が
本
籍
地
の
申
請
者
本

人
ま
た
は
本
人
と
同
一
の
戸
籍

に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
に
限
り

交
付
で
き
ま
す
。

＊
交
付
申
請
の
際
に
は
本
人
確
認

が
必
要
で
す
。
運
転
免
許
証
や

健
康
保
険
証
な
ど
の
本
人
と
確

認
で
き
る
書
類
と
印
鑑
（
認
印
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所 

総
務
課 

住
基
戸
籍
係

　
蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

金
婚
夫
婦
祝
福
式
典

荷
稲
郵
便
局
で
住
民
票
・
印
鑑
証
明
・
戸
籍
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す

― 

上
川
口
郵
便
局
で
も
戸
籍
謄
抄
本
も
取
り
扱
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た 

―

 
小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を
、

換
気
扇
を
回
さ
ず
使
用
し
て

い
た
た
め
、
死
亡
に
至
る
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
小
型
ガ
ス
湯
沸
器
を
使
用

す
る
と
き
は
、
必
ず
換
気
扇

を
回
し
ま
し
ょ
う
。

高
知
県 

危
機
管
理
部 

危
機
管
理
課
長

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を

ご
使
用
の
皆
さ
ん
へ

自  衛  官  募  集
平成20年4月1日現在　18歳以上27歳未満

特別職国家公務員　20年春入隊
＊詳細不明な点は自衛隊四万十地域事務所まで

（蕁35－3096）お気軽に相談してください。
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六
月
一
日
を
基
準
日
と
し
て
、

平
成
十
九
年
商
業
統
計
調
査
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
統
計

調
査
員
が
直
接
訪
問
し
て
調
査
票

を
お
渡
し
し
、
後
日
、
受
け
取
り

に
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
す
で
に
記
入
さ
れ
、
調

査
員
に
お
渡
し
い
た
だ
い
た
事
業

所
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
忙

し
い
中
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
昨
年
行
い
ま
し
た
「
事
業
所
・

企
業
統
計
調
査
」
と
一
部
調
査
内

容
が
重
複
す
る
所
も
あ
り
ま
す
が
、

六
月
一
日
を
基
準
と
し
た
調
査
で

あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

本
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁
総
務
課 

企
画
振
興
係

　
蕁
４
３
―
２
１
１
２（
直
通
）

　
黒
潮
町
で
は
、
第
三
期
介
護
保

険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
整
備
を

推
進
し
ま
す
。

　
平
成
十
九
年
度
、
平
成
二
十
年

度
に
整
備
を
計
画
し
て
い
る
事
業

者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
事
業
者
は
必
要
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
　

募
集
事
業
所

・
佐
賀
地
区

　
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

　（
予
防
含
む
）

　
一
ユ
ニ
ッ
ト
（
九
床
）

・
大
方
地
区

　
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

　（
予
防
含
む
）

　
一
施
設

　（
登
録
定
員
二
十
五
人
以
下
）

応
募
資
格

　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

趣
旨
に
沿
っ
た
事
業
展
開
が
可
能
な
、

高
知
県
内
に
住
所
を
有
す
る
法
人

提
出
書
類

　
提
出
書
類
は
役
場
各
支
所
ま
た

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

http://w
w

w
.tow

n.kuroshio.lg.jp/

選
定
方
法

 
書
類
審
査
・
運
営
委
員
会
に
よ

る
審
査
を
行
い
、
選
定
結
果
を
通

知
し
ま
す
。

受
付
期
間

 
七
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で

　（
土
、
日
、
祝
日
除
く
）

 
午
前
八
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で

　（
正
午
か
ら
午
後
一
時
は
除
く
）

＊
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

健
康
福
祉
課 

介
護
保
険
係

　
蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所 

健
康
福
祉
課 

保
険
福
祉
係

蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

　
黒
潮
町
で
は
、
昨
年
度
か
ら
二

年
間
、
豊
か
な
体
験
活
動
推
進
地

域
と
し
て
の
指
定
を
受
け
、
伊
与

喜
小
学
校
、
佐
賀
小
学
校
、
上
川

口
小
学
校
、
南
郷
小
学
校
、
大
方

中
学
校
、
大
方
高
校
の
六
校
が
社

会
奉
仕
体
験
活
動
や
自
然
体
験
活

動
な
ど
、
特
色
あ
る
体
験
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
推
進
校
以
外
の
各
学
校

で
も
、
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得

て
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
今
年
度
初
め
て
の
取
り

組
み
と
し
て
、
小
学
校
か
ら
、
中

学
校
、
高
等
学
校
ま
で
の
町
内
全

て
の
児
童
生
徒
が
、
黒
潮
ク
リ
ー

ン
大
作
戦
（
黒
潮
町
内
小
中
高
等

学
校
一
斉
清
掃
活
動
）
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
身
近
な
地
域
の
清
掃
活
動
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の

地
域
の
環
境
へ
の
関
心
や
、
ふ
る

さ
と
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
心

や
人
間
性
を
高
め
ら
れ
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
当
日
、
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見

か
け
た
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
声

か
け
や
、
作
業
の
協
力
な
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

　
六
月
十
八
日
（
月
）

　
午
後
三
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

　
雨
天
の
場
合
は
中
止

日
程

　
午
後
三
時
か
ら

　
注
意
事
項
な
ど
の
説
明

　
午
後
三
時
二
十
分
か
ら

　
清
掃
活
動

清
掃
場
所

児
童
生
徒
の
通
学
路
、
各
学
校

が
指
定
し
た
場
所
な
ど

○
お
問
い
合
わ
せ

　
黒
潮
町
教
育
委
員
会

　
蕁
４
３
―
１
０
５
９（
直
通
）

調
査
票
へ
の
記
入
は

　
　
　
お
済
み
で
す
か
？

介
護
保
険
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
募
集

黒
潮
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

（
町
内
小
中
高
等
学
校
一
斉
清
掃
）

を
実
施
し
ま
す
！
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こ
の
研
修
会
は
、
町
内
各
地
の

女
性
が
一
堂
に
集
い
、
泊
ま
り
合

い
研
修
会
を
通
じ
て
人
権
に
対
す

る
共
通
認
識
を
深
め
、
差
別
の
な

い
町
づ
く
り
に
つ
と
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
旧
大
方
町
で
昭
和
四
十
八
年
に

第
一
回
が
開
催
さ
れ
、
今
年
度
で

第
三
十
五
回
目
を
迎
え
ま
す
。
今

年
度
も
次
の
と
お
り
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
お
誘
い
合
せ
の
う
え
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

● 

昨
年
度
の
参
加
者
の
感
想

　
今
回
、
初
め
て
参
加
し
て
み
て
、

今
ま
で
研
修
し
て
き
た
会
と
は
、

ま
た
違
っ
た
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　
昨
日
の
講
演
の
中
で
、
普
通
は

「
差
別
を
す
る
、
し
な
い
」
と
い

う
見
方
で
語
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は

い
け
な
い
。
「
差
別
を
つ
ぶ
す
の

か
、
残
す
の
か
」
と
い
う
考
え
で

行
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。
と
い
う
話
に
、
私

は
今
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
振

り
返
っ
て
み
ま
し
た
が
、
確
か
に
、

「
差
別
は
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
」

と
教
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
の
方
が

深
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
な
あ
…

と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
、

こ
の
世
の
中
か
ら
差
別
は
消
え
て

い
か
な
い
。
や
は
り
つ
ぶ
そ
う
と

自
分
が
思
い
、
行
動
す
る
こ
と
で
、

差
別
が
消
え
て
い
く
第
一
歩
が
生

ま
れ
る
の
で
は
…
と
い
う
思
い
に

な
り
ま
し
た
。

　
正
直
、
も
う
あ
ま
り
差
別
と
い

う
も
の
は
無
く
な
っ
ち
ょ
う
が
や

な
い
が
…
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
現
実
に
あ
る
が
や
…
と

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
経
験

を
生
か
し
て
、
自
分
の
こ
れ
か
ら

の
生
き
方
や
考
え
方
、
見
つ
め
直

さ
な
く
て
は
い
け
な
い
な
と
思
い

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

開
催
日

　
七
月
二
十
八
日（
土
）か
ら

　
同
月
二
十
九
日（
日
）ま
で

会
場

　
国
民
宿
舎
椰
子
（
宿
毛
市
）

募
集
人
員

五
十
人
（
町
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
し
て
い
る
女
性
の
方
）

参
加
費
　
無
料

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

住
民
課 

人
権
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

蕭
４
３
―
２
７
８
８（
直
通
）

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

（
●
の
日
が
休
館
日
で
す
。）

大
方
図
書
館

佐
賀
図
書
館

6月
日 月 火 水 木 金 土
1 滷 3 1 1 1 2
笳 4 5 6 7 8 9

7月
日 月 火 水 木 金 土
笊 2 3 4 5 6 7
笨 9 10 11 12 13 14

筐 11 12 13 14 15 16
筵 18 19 20 21 22 23
筮 25 26 27 28 箜 30
濱 濱 0 0 0 0 0

6月
日 月 火 水 木 金 土
1 滷 3 1 1 1 2
3 笘 5 6 7 8 9

7月
日 月 火 水 木 金 土
1 笆 3 4 5 6 7
8 笶 10 11 12 13 14

10 筺 12 13 14 15 16
17 筥 19 20 21 22 23
24 箝 26 27 28 箜 30
濱 濱 0 0 0 0 0

3・4月貸出ベストランキング

※（カッコ）内は所蔵館

見逃さないで!
　　子どもの心の“SOS”
友達関係で傷ついている、
反抗するようになった…。
そんなとき、どんな言葉を
かければいいのでしょうか。

今月の一冊：10代からの子育てハッピーアドバイス今月の一冊：10代からの子育てハッピーアドバイス

◇
開
館
時
間

（
大
方
図
書
館
）

　
火
〜
金

　
午
前
十
時
〜
午
後
六
時

　
土
・
日

　
午
前
十
時
〜
午
後
五
時

（
佐
賀
図
書
館
）

　
月
〜
金

　
午
前
十
時
〜
午
後
六
時

　
土

　
午
前
十
時
〜
午
後
五
時

◇
貸
出
冊
数
・
期
間

　
本

　
一
人
五
冊
・
二
週
間

　
雑
誌

　
一
人
三
冊
・
二
週
間

　
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D

　
一
人
二
点
・
一
週
間

※
新
し
い
本
の
中
に
は
、貸
出

開
始
日
か
ら
二
カ
月
間
は

一
週
間
の
貸
出
期
間
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

☆
貸
し
出
し
・
返
却
・
図
書

カ
ー
ド
の
発
行
は
受
付
で

行
っ
て
い
ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図

書
館
で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は

各
図
書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D
は

で
き
る
だ
け
開
館
時
の
受

付
窓
口
へ
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
4
3
―
0
1
2
0

　
佐
賀
図
書
館

　
蕁
5
5
―
3
1
9
0

h
ttp

://a
ka

ts
u
ki.to

w
n
.k

u
ro

s
h
io

.lg
.jp

 

第
三
十
五
回
黒
潮
町
女
性

泊
ま
り
合
い
人
権
教
育
研

修
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

１．ひとり日和　　　　　　　　　　青山七恵／著（大方・佐賀）
７．無銭優雅　　　　　　　　　　　山田詠美／著（大方・佐賀）
３．使命と魂のリミット　　　　　　東野圭吾／著（大方・佐賀）
４．Ｋの日々　　　　　　　　　　　大沢在昌／著（大方・佐賀）
７．夢を与える　　　　　　　　　　綿矢りさ／著（大方・佐賀）
６．還らざる道　　　　　　　　　　内田康夫／著（大方・佐賀）
７．イグアナの嫁　　　　　　　　　細川貂々／著（大方）
７．一瞬の風（イチニツイテ）　　　佐藤多佳子／著（大方・佐賀）
７．J　　　　　　　　　　 　　　　内田康夫／著（大方・佐賀）
７．死顔　　　　　　　　　　　　　吉村　昭／著（大方）
９．東京タワー　　　　　　　　　　リリーフランキー／著（大方・佐賀）
７．独白するユニバーサル横メルカトル　　平山　夢明／著（大方）
７．眠れぬ真珠　　　　　　　　　　石田　衣良／著（大方・佐賀）
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混
ぜ
れ
ば
ゴ
ミ

　
　
　
分
け
れ
ば
資
源

ゴミの
種　類 水　銀 粗大ゴミ 家庭ゴミ

6 222 3,310

リサイクル

古紙 飲料パック
段ボール ペットボトル ビン・缶

173 27 6 74

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

平
成
十
八
年
度
の
黒
潮
町
に
お
け

る
、
一
人
当
た
り
の
ゴ
ミ
の
排
出

量
は
年
間
約
二
百
四
十
五
キ
ロ
グ

ラ
ム
、
前
年
度
の
約
二
五
〇
キ
ロ

グ
ラ
ム
と
比
較
す
る
と
、
年
間
一

人
当
た
り
約
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
減

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
即
、
黒
潮
町
の

ゴ
ミ
の
処
分
費
の
負
担
軽
減
に
つ

な
が
っ
て
き
ま
す
。

　
本
年
度
も
こ
れ
ま
で
以
上
の
ゴ

ミ
の
減
量
を
目
標
と
し
て
い
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

今
後
の
重
点
目
標

◆
生
ご
み
の
水
切
り
運
動
の
実
施

◆
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
ゴ
ミ
の
資

源
化

◆
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
生
活
の
実
行

　（
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
・
Ｅ
Ｍ
ボ
ッ

ク
ス
を
利
用
し
た
生
ご
み
の
資

源
化
、
詰
め
替
え
用
の
商
品
を

選
ぶ
）
　

黒
潮
町
の

 
ゴ
ミ
・
リ
サ
イ
ク
ル
量
の
推
移

　
下
の
表
を
見
る
と
分
か
る
よ
う

に
、
黒
潮
町
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
量

は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
飲
料
パ
ッ

ク
・
段
ボ
ー
ル
と
も
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
ビ
ン
・
缶
に
つ
い
て
は

減
少
し
て
い
ま
す
。
　

　
こ
れ
は
ビ
ン
・
缶
が
家
庭
ゴ
ミ

と
し
て
熔
融
炉
で
処
分
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
資
源
ゴ
ミ
は
燃
や
さ
な
い
と
い

う
認
識
で
、
ぜ
ひ
ゴ
ミ
を
資
源
と

し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

住
民
課 

環
境
保
全
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所 

ま
ち
づ
く
り
課 

水
道
環
境
係

蕁
５
５
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○お問い合わせ
　大方総合支所　まちづくり課　水道係　　　蕁43－2114（直通）
　佐賀総合支所　まちづくり課　水道環境係　蕁55－3700（直通）
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち
を
お
家
の
方
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
い
っ
し
ょ
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

　
六
月
に
な
る
と
、川
の
水
も

随
分
と
ぬ
る
み
、そ
ろ
そ
ろ
子
ど

も
た
ち
が
水
辺
に
集
い
は
じ
め

る
こ
ろ
で
す
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
、
薄
暗
く

な
る
ま
で
川
で
遊
ん
で
い
る
と
、

「
エ
ン
コ
ウ（
河
童
）が
出
て
く

る
け
ん
、は
よ
帰
ら
な
い
か
ん
。」

と
よ
く
脅
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　
旧
佐
賀
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
が
編
集
し
た
『
さ
が
谷

昔
ば
な
し
』
を
久
し
ぶ
り
に

読
ん
で
み
る
と
、
そ
の
中
に
「
エ

ン
コ
ウ
と
相
撲
を
と
っ
た
話
」

が
出
て
き
ま
し
た
。
あ
る
人

が
川
沿
い
を
歩
い
て
い
る
と
、

突
然
四
、
五
歳
の
幼
児
が
現
れ
、

「
相
撲
を
と
ろ
う
。
」
と
望
ん

で
く
る
。「
何
の
小
坊
主
め
…
」

と
相
手
に
な
る
と
、そ
の
体
は

う
な
ぎ
の
よ
う
に
す
べ
り
、な

か
な
か
手
ご
わ
い
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　
ま
た
、
旧
大
方
町
老
人
ク

ラ
ブ
が
発
行
し
た
『
大
方
よ

も
や
ま
ば
な
し
』
を
め
く
っ

て
み
る
と
、
や
は
り
エ
ン
コ

ウ
の
話
が
出
て
き
ま
す
。
昔

の
川
に
は
エ
ン
コ
ウ
が
潜
ん

で
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
二
冊
の
本
を
読
ん
で

み
る
と
、
そ
の
他
に
も
、
大

う
な
ぎ
や
タ
ヌ
キ
な
ど
も
ず

い
ぶ
ん
と
活
躍
し
て
い
た
よ

う
で
す
ね
。
　
　
　
　
 

（
ム
）

編
集
子

山中　涼乃心くん
〈平成15年11月18日生まれ〉

元気で大きくなってネ。

すず の しん

西川　柚ちゃん
〈平成16年3月8日生まれ〉

いつも笑顔で!!

ゆず

金子　一花ちゃん
〈平成16年1月22日生まれ〉

優しい女の子になってネ�

いち か

か のん か のん

谷崎　翔音ちゃん
〈平成16年1月22日生まれ〉

元気でスクスク大きくなっ
てね。

漆原　希ちゃん
〈平成15年7月30日生まれ〉

いつも笑っていてね。

のぞみ

りゅうせい

朝日　花音ちゃん
〈平成15年9月23日生まれ〉

これからも元気で大きくな
ってね!

くるみ

松岡　胡桃ちゃん
〈平成16年3月30日生まれ〉

きょうだい仲よく元気でネ。

松岡　琉成くん
〈平成18年8月4日生まれ〉

　
四
月
二
十
九
日
、
蜷
川
地
区
の

宿
泊
施
設
「
で
あ
い
の
里
蜷
川
」

開
業
式
典
が
、
同
施
設
（
旧
蜷
川

小
学
校
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　

　
蜷
川
地
区
で
は
、
平
成
十
四
年

の
高
知
国
体
で
県
外
選
手
た
ち
の

宿
泊
や
ま
か
な
い
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
行
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

国
体
以
降
も
旧
蜷
川
小
学
校
を
利

用
し
た
体
験
合
宿
の
受
け
入
れ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
小
学
校
児
童
な
ど

の
体
験
合
宿
に
限
っ
た
受
け
入
れ

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
念
願
で

あ
っ
た
旅
館
業
法
に
基
づ
く
運
営

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
同
地
区
の
金
子
寿
人
区
長
は
、

「
こ
れ
か
ら
、
老
若
男
女
を
問
わ

ず
個
人
か
ら
団
体
ま
で
た
く
さ
ん

の
方
に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
宿
泊
だ
け
で
な
く
、
季
節
に
よ

っ
て
地
元
に
あ
る
も
の
を
ふ
ん
だ

ん
に
利
用
し
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
も

考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
夏

に
向
け
て
町
内
外
か
ら
の
宿
泊
予

約
に
期
待
い
っ
ぱ
い
の
蜷
川
地
区

の
み
な
さ
ん
で
し
た
。

「
で
あ
い
の
里
蜷
川
」
の
運
営
は

地
元
が
主
体
に
な
っ
て
行
っ
て
い

ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
や
予
約
な

ど
は
蕁
4
4
―
2
0
1
0
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

「
で
あ
い
の
里
蜷
川
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

み
な

が
わ

開業式典では地元物産品の販売やイチゴ狩り
体験も行われました。

学校の教室が宿泊できるように改装されています。


